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2) 〔 〕は欠号があることを示す｡

3)寄贈によるもの.

1)D:ヂソマーク SD:スエーデソ P;ポーラソド A;アメリカ合衆国 G:西独
E;英田 Ⅰ;イクリア All;オーストラリア H:オヲソ〆 S:スイス F:フヲソス
C:カナダ Be:ベルギー R:ソ迎

の部門別購読雑誌数を示した｡ この衣からわかるよう

に,48年度末現在肌託中の和雑誌及び中国雑誌は合計19

郡,tf･雑誌は83邦である.この他 朝日新聞社から世界

動物TT料,rlホモソキーセソクーから PTZ'moLe∫の布脚

を受けている｡

耶3音かここれらの雑誌の 1)ストと犯行河 (汀維誼の

ち),刊行区分,所耽巻.,年･号 (十印は縦純耶入巾)を

記した｡なお,汀雑誌左の1)ストには1')74牛皮から隅流し
はじめた19郡の雑誌も含まれている｡ (小山直樹)

5.研 究 活 動

形態基礎研究部門

近藤四郎･岩本光雄

岡田守彦･渡辺 毅

研 究 概 要

1)詔穴mの姿勢および｡コモーシ耳ソの_/jl脚 l'桝/Y=約研
兜l)

近藤四郎･岡rt]守彦 ･中川的約 2)

ヒトの進化において,:イペグ1)ズムの果した役割を客

規約に評価するとともに,その成立をさ(･ることを目的

として,嗣放されたチソバソ ジー一頭,ニホソザル三

I)石mJTt火(iJIt大 ･PJ!_)･木村賛(帝京大 ･医)との共同
研究｡

2)文.I.fB技官

J:口木 .EG:31王独

B7i,クモザル二流をもちいて,四足および二足歩行の生

機構学的分析をおこなっている｡本年度はとくに,支持

足の動力学と関節運動および筋活動の関連を追求するた

めに,歩行時の三次元床反力,16mmシネ,EMG奇を同

時記録し,'矧悶比校,およびヒトや他の四足動物の汽料

との比較を行った｡･1校さらに例数なふやすとともに,

テナガザル,ヒヒ呼のn料を加え.盟r<灯の渉行巡動の
生機柄学的特性を明らかにしてゆきたいと考えている｡

2) 旧世界ザル,約-にマカクに関する形Tf人研学的研究

J/t ホ 光 Lfl

現J_kfL:ちびに化石マカクについて形掛､7:的帆点から比

校研兜することを口約とし.･1?-T-の仰而なとりあげてき

たom和48咋皮における遊行経過LJJ枕述すれば次のとお

りである｡

1. ニホソザル舌骨について ;n料としては北九州市

中介区平招缶,Ll旧爪秋曽台帝より出土のサルを調査

することができたが一見して現生ニホソザルと大きく

変わるものはなく,従って例数を紫郎して今後一括報

告の))一針である｡愛媛県肱川町放水の石灰岩巾より出

土のマカク頭骨には,若干現生と異なる特徴が認めら

れるので,これについて独立に記載を進め,中国産マ

カクと現生ニホソザルとの関係に関する考察の一助と

した｡

2. マカク頭骨について:マカクを中心とする旧世界

ザルの頭骨多数について観察･計測の賃料を穀えつ

つ,当面,その矢状断面に関してアロメトリカルな比
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校を実施中である｡

3.現生ニホソザルの身体的特徴について :現生ニホ

ソザルについては,従来にひきつづき,歯式 ･生体計

測値 ･皮膚隆線系に関する資料を収集中であり,その

一部を用いて当面,乳歯期ニホソザルの発育経過につ

いてとりまとめ中である｡

3) 温度適応の研究

岡田守彦 ･近藤四郎

生理部門の研究概要参凧0

4) 霊長Wlの迎重刑寺性のキネッオロも7-的研究

岡 田 守 彦

渉行にともなう足の迎加 (footaction)に注目し,16

mmlyネ (佃砂50コマ)および35mm写真撮影により,

四足 ･二足渉行におけるその実態なしらべた.クモザル

･ニホソザル ･チソバl/ジー･ヒトについて比較してみ

ると,指のnbき,-E･地の仕方などに差共がみられた.こ
のような footact王onの特技と,それぞれの碇のロコモ

ーツtlソないし生活杖式との関連を追求するために,さ

らに系統的な比校研兜を予定している｡

5) 新世界ザルの系統と分析に関する研究

技 辺 毅

1973坤にアマゾソ上流域の野外調査をおこなった.こ

のn!1-=の現地での調査と標本として持ち帰った52頭の新世

界ザルを中心に研死な弧めている｡新世界ザルは独自の

適応放批ななしとげた大きなグルーブなのに,その研究

は迎れている｡現在.-つの仮説をたて,それに沿って既

成の分析の吟味と系統関係の洗いなおしをおこなってい

るoこの耶兜はコpソビア悶森水産局のユルナソデス挿

士との兆rLl]研究である.

6) 皿火焔の下肢'の形態学的研究

池 辺 毅

従来′HT糾､J･茄筋の比較解剖学的研死なしてきたが,現
在汽料の乏しかった新世界ザルに関してのデータを追加

研究中である｡

7) 古人骨の研究1)

波 辺 毅

とくに西日本出土の人骨の整理と近年発掘された人

骨に関する研究をおこなっている｡

総 説

1) 岩本光雄(1973)･･指紋一霊長炉進化の軌跡.NHK

ブックス,No.183｡日本放送出版協会,東京｡

論 文

1) Yanagisawa,S.andS.Rondo(1973):Moderniza･

tionofphysicalfeaturesoftheJapanesewith

1)池田次郎 ･石田英実(以上京大 ･理)との共同研究｡

specialreferencetoleg lengthandheadform.

J.hum.ETgol.2:911102.

報 告 そ の 他

1)春原志勢 ･岡田守彦(1973):アイヌの対 芹と迅効

能.第7回IBP/HAシソポジウム抄録 (吉村対人

編)pp.65-700

学 会 発 表

1)生体計測値の地域差と都市化

近 藤 四 郎

第7回人煩働態学研究会シソポジウム (1973)

2)愛媛県肱川町出土マカク頭骨に見られる特徴につい

て

岩 本 光 排

節27回 日本人現学会 日本

民族学会連合大会 (1973)

3)等花点分画法によるヒト並びにマカク属サル臓群の

アイソザイム変爽

原田防二 ･三沢草書 ･岩木光枇

節27回 日本人机学会 日米

民族学会連合大会 (1973)

4)寒冷塀暁下のニホソザルとカニクイザルの休氾調節■

性反応の比較

託金串ヲ三･岡田守謬 ･日什文夫

大沢 折 ･原 文江

約50回日本生理学会大公 (1973)

5)寒冷はくろ下におけるサルの生理的反応について

岡田守彦 ･狂余市リl･大沢 抗

日片文夫 ･原 文TE

約6回人塀働態学研究会 (1973)

6)日高地方のアイヌ及び和人中学生における局所運動

能の比較

岡 田 守 彦

第27回 日赤人現学会 E]木

民族学会連合大会 (1973)

7)サル二足歩行の生物力学的研究

木村 賛 ･石田英突 ･岡田守彦

第27回 El非人折半合 口木

民族学会迎合大公 (1973)

8)サルの姿勢変興と働態

岡 田 守 彦

第7回人現物態学研究会 (1973)

9)サル現の歩行運動の比校生機桝学的分析

岡田守彦 ･木村焚 ･石田英yl

節18回ブ1)マーチス研究会 (1974)

10)ニホソザルとカニクイザルの暑さに対する生理学的■
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反応

即 文江･rf介苛.il!･岡trl守彦 ･大沢 抗
m18回ブt)マーチス研兜全 く1974)

ll)アカゲザルとマソトヒヒの削烈牲･代謝性反応

rf.介碍災 ･原 文江 ･岡田勺甥

El片文夫 ･大沢 折
卯18回ブ1)マーチス研究会 (1974)

神経生理研究部門

久保田琉･二木宏明･松波謙一

研 究 概 要

1) 珊瑚･WJ.の開催の神経生理学的研究

久保四沈 ･酒非JT.樹1)

前頭柴のニューロソ活動と遅延反応の関係の解析を統

けており,､心理部門小嶋祥三氏の参加で遅延反応を学田

していく過程での前頭雅ニA-I,ソ活動の変容を追及

し,サルが反応に一attentive'になることで活動を和すニ

i-Pソ郡の存在が折柄された.

総 税

1) 久保m耽(1974);記憶の神経機桝.自然(5F1号):

54-610

論 文

1) ChnSC,M.H.,M.ち.Sterman,K.KIlbottl,and

C.D.CIcment(1973):ModlllLltionofmasseteric

nnddig.lStricncurllnctivityhystimtll.ltion()fthe

dorsolntemlcerebmlcortexinthesqlllrreltnonkey.

ExP.NEtLTOt.41:277-289.

2) Conrad,B.,K.MLltSunami,J.Meyer-Lohm.inn.

M.Wiesend.lngerand V.B.Brooks(1974):Cor-

tic.ll10;ldcompcnsntionduringvolunt.lTy elbow

movements.Bl･ainResEal,ch71:5071514.

報 告 そ の 他

1) 久保田洗(1973):顎運動への運動性皮質の関与につ

いて｡顎口腔総合研究施設報告書,p.420

学 会 発 表

1) 腕のm付随窓辺動の岬のGI求心力を受ける3.1野=-

1-Pソのi占動について

弓矢治秀 ･久保田枕･tR約広
那50回El木出現学会大会 (1973)

2) サルの遅延反応岬の vis110k'1neticneuronについて

久俳m奴･鈴木邦夫
那50阿r]*JJi肝 ;I:会大公 (1973)

1)京大･理

3) 光･てこ押し反応における油剤 岬 のエA.一口ソ活
取り

寺田ノr･ll三桝･F.Horvath
卯50回n水化呪'If:余大会 (1973)

心理研 究部門

窒伏約千･井沢允千

伐野俊夫 ･小嶋神三

研 究 概 要

1) スプリット･プレイソにおける視覚情報伝達と反応
決定の機構の研究2)

塁伏靖子 ･南雲純治3)

切断脳ザルを用いて,反応時間を測定した結果,視覚

刺故を与える半球と,手の運動支配の半球とが異なる場

令,反応時間のばらつきは大きくなり,700-1,㈱ msec.

のfT<い反応時間符に二つめの分布の山がみられた｡これ

は.反応決定のプロセスに二つあること,すなわち半球

問のコミーニケ-シ､三ソがうまくセットされた場合と,

セットされないで信号検出にZA放した切合のあることを

7Tl･唆している｡

2) I-ホソザル放飼群における環境変化と行動の変容

E.TobtlCh4)･_G伏杓子
氾外との交班の項参照｡

3) 51'(邦*-1I'::･)tTh'アジア研究セソクーの沿外学術調衣
｢烈引け ジア地城における自然環境と人間活動｣に参加

し,クイrqJ:ソコク郊外の農村及び中部ジャワの凸村に

おいて.現暁と人間のかかわりあいを行動分析の立切か

ら調FcしたO

浅 野 俊 夫

4) 記憶のメカニズム

非 探 允 子

1. 視覚的短期記憶の処理過程の行動的分析,遅延時

間-再生率,刺激入力時間一再生率の換討

2. 短期記憶の生理学的背景機構5), 側頭葉の破壊実

験によって,視覚的短期記憶に必須の部位の決定.下

部側頭回の前部がこれにあたることを解明した｡

5) 前頭葉機能の研究6)

小 鴨 神 三

遅延反応を行なっているサルのTlEt疏前野Jl･からニ1-I,

ソ活動を記録し,この行動に前爪前野がいかに関係する

2)久保rll耽 (神経iti和研究部門)との兆同研究｡

3)文部技官

I)アメt)カ自然史W･物郎

5)久休m定筏,JJ川'･LR- (抑神経科':7:総令研)との非同
研究0

6)久保田班との光岡研死｡
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